
 

越
前
浜
発
祥
の
概
要 

（
平
成
二
十
二
年
改
訂
） 

〜
社
寺
・
集
落
に
関
わ
る
伝
承
〜 

一
、
鳥
之
子
神
明
社
と
越
前
浜
集
落 

  

一
五
七
三
年
（
天
正
元
年
）
戦
国
大
名
の
朝
倉
（
刀
根
坂
の
戦
い
）・
浅
井
（
小
谷
城
の
戦
い
）
が
信
長
に
破
れ
、

そ
の
後
自
害
に
追
い
込
ま
れ
滅
ぼ
さ
れ
た
。
朝
倉
義
景
（
一
乗
谷
五
代
）
四
十
一
歳
、
盟
友
浅
井

あ
ざ
い

長
政
二
十
九
歳
の
短

い
生
涯
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
家
臣
は
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
生
活
も
困
窮
、
更
に
各
地
に
一
向
一
揆
も
発
生
す
る
乱

世
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
領
民
は
圧
政
か
ら
各
地
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
当
集
落
も
一
五
七
八
年
頃
（
天
正
六
年
前
後
）
三
里
浜
（
小

橋
屋
、
大
橋
屋
、
川
尻
、
米
ヶ
脇
な
ど
）
の
主
と
し
て
小
橋
屋
村
（
現
福
井
市
両
橋
屋
町
）

の
住
民
の
一
部
が
海
路
現
地
に
逃
れ
た
の
が
当
集
落
形
成
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

 

伝
承
に
よ
れ
ば
、
夜
陰
に
乗
じ
て
三
隻
の
舟
で
分
乗
し
て
逃
れ
た
が
一
隻
は
途
中
で
沈

没
、
他
の
一
隻
は
佐
渡
の
相
川
（
旧
小
川
村
）
に
漂
着
、
残
る
一
隻
が
当
海
岸—

角
田
岬

—

に
漂
着
し
た
の
で
あ
る
。
寒
さ
と
飢
え
の
中
で
鶏
の
鳴
き
声
を
耳
に
し
人
家
の
あ
る
事

を
知
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
に
か
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
第
一

陣
の
人
数
は
、
七
人
衆
と
も
八
人
衆
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

   

 

   

そ
の
後
、
一
五
九
八~

一
五
九
九
年
（
慶
長
三~

四
年
）
に
か
け
て
第
二
・

三
陣
を
迎
え
入
れ
、
本
格
的
な
集
落
形
成
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
両

隊
は
二
八
人
衆
と
い
わ
わ
れ
る
が
、
三
隊
合
わ
せ
て
二
八
人
衆
と
も
い
わ

れ
、
ど
ち
ら
か
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
第
二
陣
の
人
々
が
小
橋
屋

村
の
検
地
帳
を
持
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

    

 
 「

数
年
前
、
佐
渡
よ
り
小
川
部
落
民
当
村
を
訪
れ
、
奇
し
き
因
縁
と
再
会
を
喜
び
帰
島
す
。」
と
い
う
先
人

の
記
述
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
七~

八
人
衆
は
、
金
子
、
小
川
、
早
見
、
山
下
、
篠
沢
、
鈴
木
、
斎
藤
、

鵜
（
浅
井
の
臣
）
と
あ
る
。 

  

 

特
定
で
き
な
い
が
、
二
十
八
人
衆
と
し
て
、
小
川
、
山
川
、
小
林
、
玉
川
、

古
井
、
川
見
忠
蔵
、
川
見
七
右
ェ
門
、
清
水
、
小
川
元
右
ェ
門
、
小
川
勘
平
、

長
倉
、
広
川
、
藤
巻
・
・
。 
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鶏
の
鳴
き
声
に
導
か
れ
て
上
陸
し
た
先
人
達
に
と
っ
て
、正
に
鶏
は

「
命
の
守
り
神
」
と
し
て
の
存
在
と
な
っ
た
。
そ
の
深
い
絆
と
心
の

よ
り
所
と
な
る
鶏
を
祭
神
と
し
て
「
鳥
之
子
神
社
」
あ
る
い
は
親
し

み
を
込
め
て
「
鳥
の
子
サ
マ
」
と
し
て
崇
敬
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
闇
を
つ
ら
ぬ
い
て
「
と
き
の
声
」
を
挙
げ
、
い
つ
か
羽
ば
た

き
た
い
と
思
う
気
持
ち
と
重
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

以
来
三
百
六
十
余
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十

年
）
代
の
戦
後
ま
で
、
鶏
肉
は
言
う
に
及
ば
ず
、
鶏
卵
の
食
断
ち
も

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
病
人
に
止
む
を
得
ず
滋
養
と
し
て
食
べ
さ
せ

た
い
と
き
は
、「
鳥
の
子
サ
マ
」
に
鶏
卵
を
供
え
て
お
詣
り
を
し
、
許

し
を
請
う
て
か
ら
食
べ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
知

ら
れ
た
「
毒
消
し
売
り
」
の
出
稼
ぎ
女
性
が
多
く
、
そ
の
出
先
で
止

む
を
得
ず
鶏
卵
を
食
べ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
故
郷
の
家
族
に
手
紙
で

知
ら
せ
、「
鳥
の
子
サ
マ
」
に
鶏
卵
を
供
え
て
お
詣
り
を
し
、
許
し
を
請
う
た
の
で
あ
る
。 

当
時
の
「
鳥
の
子
サ
マ
」
へ
の
信
仰
の
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

 

当
初
、
角
田
岬
に
上
陸
し
た
先
人
は
、
角
田
山
麓
の
御
坊
沢
（
い
く
つ
か
の
坊

が
あ
っ
た
所
）
辺
り
に
居
住
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
地
に
祠
も
あ
っ
た
が
風
雨

や
砂
塵
で
痛
み
も
激
し
く
、時
に
は
無
宿
者
の
雨
宿
り
の
場
と
な
っ
た
り
で
困
惑

し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
登
っ
た
比
較
的
平
ら

な
地
に
祠
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
標
高
に
し
て
約
百
メ
ー
ト
ル
、
近
く
の
登
山
口

よ
り
約
二
十
分
程
、
現
「
宮
之
平
」
と
い
わ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
小

さ
な
祠
と
由
来
記
の
石
碑
（
大
正
期
）、
再
建
さ
れ
た
朱
の
鳥
居
、
ひ
そ
か
に
佇

む
水
芭
蕉
も
見
ら
れ
、
今
で
も
老
人
会
が
例
年
整
備
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
る
。 

 

当
集
落
は
一
六
一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
角
田
浜
の
枝
村
か
ら
越
前
興
野
村
と

し
て
独
立
、
代
官
検
地
で
始
め
て
「
新
浜
（
に
い
は
ま
）」
と
し
て
村
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
角
田
浜
集
落
の
東
部
海
岸
寄
り
に
沿
っ
て
集
落
の
広
が
り
を
形
成
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
六
二
三
年
（
元
和
九
年
）「
越
前
郷
屋
村
」
と
な
り
、
角
田
浜
と
の
境
界
も
定
め
ら
れ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
推
移
の
中
で
「
鳥
之
子
サ
マ
」
を
崇
敬
す
る
人
々
は
、
一
日
（
発
願
）
と
十
六
日
（
満
願
）
の
月
二
回
、

険
し
い「
宮
之
平
」へ
の
山
道
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。年
老
い
た
人
々
に
は
決
し
て
楽
な
道
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。 

 

時
は
流
れ
、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）
よ
う
や
く
現
地
に
遷
宮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
社
は
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
三
〇
）
に
現
在
の
社
殿
、
一
九
一
二
年
（
明
治 

四
五
）
に
拝
殿
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が
竣
工
さ
れ
、
鳥
居
や
灯
篭
も
順
次
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
そ
の
後
、
時
代
の
要
請
の
中
で
、
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
）
天
照
大
神
を
祭
神
と
す
る
「
神
明
社
」（
神
社
庁
登

録
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
鳥
之
子
サ
マ
」
と
し
て
の
歴
史
の
重
み
を
受
け
、
お
札
は
「
鳥
之
子
神
明
社
」

と
な
っ
て
い
る
。 

 

現
在
の
越
前
浜
の
地
名
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）「
越
前
浜
村
」
と
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
角
田
・
四
ッ
郷
屋
と
合
併
し
、「
角
田
村
大
字
越
前
浜
」
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
村
役
場

や
小
学
校
の
本
校
を
も
ち
、（
角
田
・
四
ッ
郷
屋
は
分
校
）
角
田
村
の
中
心
的
存
在
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
町
村
合
併
に
よ
り
「
巻
町
大
字
越
前
浜
」
と
し
て
推
移
。
そ
の
後
平
成
の
大
合

併
に
よ
り
他
市
町
村
よ
り
少
し
お
く
れ
て
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）
新
潟
市
に
合
併
、「
西
蒲
区
越
前
浜
」
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

社
殿
の
脇
に
ひ
そ
か
に
祭
ら
れ
て
い
る
通
称
「
山
の
神
」
は
、
宮
之
平
に
あ
る
祠
の
迎
え
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
年
再
建
さ
れ
た
祠
で
あ
る
。 

 

社
殿
落
成
よ
り
百
余
年
、
拝
殿
落
成
よ
り
約
百
年
、
そ
の
痛
み
も
激
し
く
、「
社
」
を
心
の
故
郷
と
し
て
現
在
の
礎

を
築
か
れ
た
先
人
を
偲
び
な
が
ら
、
平
成
七
年
、
さ
し
当
た
っ
て
拝
殿
の
竣
工
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

    

【
鳥
之
子
の
森
】 

 

立
ち
枯
れ
等
で
荒
れ
た
広
い
境
内
（
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
何
と
か
し
た
い
と
願
い
、
平
成
二
十
五
〜
六
年
に
か

け
て
整
備
計
画
の
検
討
と
植
栽
に
努
力
し
て
き
た
。（
各
種
桜
・
タ
ブ
の
木
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
他
） 

 

諸
経
費
を
含
め
約
六
百
五
十
万
円
余
り
の
整
備
費
は
自
治
会
か
ら
の
助
成
の
他
、
連
れ
の
寄
付
、
企
業
団
体
か
ら
の

寄
付
等
で
賄
わ
れ
た
。
や
が
て
、
歴
史
の
重
み
に
見
合
っ
た
風
格
と
、「
鳥
之
子
の
森
」
と
し
て
地
域
内
外
か
ら
愛
さ 

れ
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 
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二
、
西
遊
寺 

 

西
遊
寺
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
越
前
国
「
西
光
寺
」
の
六
代
目
「
性
し
ょ
う

誓せ
い

」
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
西
光
寺
は
、
越
前
国
川
尻
村
（
現
福
井
市
川
尻
町
）
に
三
宗
（
禅
・
密
・
台
）
を
兼
学
す
る
道
場
を
開

き
、
そ
の
後
蓮
如
上
人
に
帰
依
し
、
布
教
活
動
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
る
「
性
光
」
に
起
源
を
発
し
て
い
る
。 

初
代
「
性
光
師
」
は
兵
庫
県
養 や

父
子

ぶ

し

の
豪
族
で
、
越
前
の
守
護
斯
波

し

ば

氏
に
従
っ
て
い
た
黒
丸
城
六
代
目
朝
倉
家
景
の

弟
「
将
景
」
が
出
家
し
、「
性
光
」
と
号
し
た

の
で
あ
る
。そ
し
て
、妻
帯
し
な
か
っ
た
た
め
、

七
十
才
を
過
ぎ
て
か
ら
七
代
目
孝
景（
一
乗
谷

初
代
）
の
二
男
「
空
了
」
を
養
子
に
迎
え
、
蓮

如
上
人
の
妹
の
娘「
以
真
」（
鯖
江
市
西
光
寺
）

を
娶
っ
た
。
そ
の
折
、
上
人
か
ら
「
西
海
光
照

寺
」--

（
西
光
寺
）--

の
号
を
い
た
だ
い
た
と

い
わ
れ
る
由
緒
あ
る
寺
で
あ
る
。
そ
の
後
、
信

長
の
一
揆
討
伐
に
遭
い
、川
尻
の
寺
は
一
時
無

住
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

 

時
を
経
て
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）、
門
徒
の
お
力
添
え
で

川
尻
の
地
よ
り
現
在
の
米
ヶ
脇
に
引
地
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
性
光
坊
」
は
、
西
光
寺
の
掛
所
（
出
道
場
）
と
し
て
歴

史
の
重
み
を
宿
し
な
が
ら
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

然
し
、
今
年
の
春
（
平
成
二
二
年
）
諸
事
情
に
よ
り
取
り
壊
さ 

れ
た
と
の
こ
と
、
こ
れ
も
歴
史
の
流
れ
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
よ
う
な
西
光
寺
と
深
い
絆
を
持
っ
て
い
る
西
遊
寺
は
、 

一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）
に
開
基
、
初
代
住
職
は
永
尊
師
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 
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天
正
ノ
末
、
戦
乱
ヲ
避
ケ
廿
八
人
ト 

今
ニ
モ
口
碑
ニ
ノ
コ
リ
シ
者
、
越
後
ノ 

国
ニ
逃
レ
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
越
前 

浜
ノ
地
ニ
住
シ
現
在
ニ
至
ル
。
当
時 

川
尻
山
西
光
寺
六
代
目
住
職
性
誓
師 

ノ
オ
力
ニ
ヨ
ッ
テ
、
慶
長
四
年
頃
当
地
橋 

屋
村
検
地
帳
ニ
ヨ
ル
。
慶
長
八
年
川
尻
山 

西
遊
寺
開
基
、
初
代
住
職
永
尊
師 

慶
長
十
六
年
越
前
浜
開
村
ノ
礎
ヲ
築
カ 

レ
ル
。
爾
来
四
百
年
ノ
永
キ
歴
史
ノ
中
ニ 

蓮
如
上
人
御
教
化
ノ
真
宗
一
流
念
仏
ヲ 

大
事
ト
シ
、
常
ニ
望
郷
ト
先
祖
崇
敬
ノ
念 

篤
く
、
営
々
精
進
努
力
シ
現
在
ノ
繁
栄
ヲ 

見
ル
ニ
至
ル
。
茲
ニ
末
永
ク
コ
ノ
地
ヲ 

先
祖
崇
敬
ノ
地
ト
シ
、
ソ
ノ
御
苦
労
ヲ
偲
ビ 

御
遺
徳
ヲ
顕
彰
シ
記
念
ノ
碑
ヲ
建
立
ス
ル
。 

  
 
 

越
前
浜 

元
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 

小
川
与
三
ェ
門 

 
 
 
 

ニ
十
代 

当
主 

与
志
一 

 
 
 

川
尻
山 

西
遊
寺 

 
 
 
 

十
九
代 

朝
倉 

長
麿 

 
平
成
元
年
乙
四
月
十
一
日 

建
立 

                  

と
こ
ろ
で
、
そ
の
初
代
住
職
は
朝
倉
氏
最
後
の
戦
国
大
名
と
な
っ
た
五
代
義
景
の
遺
児
「
愛
王
丸
」
が
出
家
、
改
め

「
永
尊
師
」
で
あ
る
と
い
う
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
説
が
一
般
化
さ
れ
、
碑
文
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
史
実
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
か
。 
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地
元
福
井
市
史
編
纂
委
員
で
あ
る
郷
土
史
研
究
家
の
著
書
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
見
ら
れ
る
。 

「
一
五
七
三
年
（
天
正
元
）
八
月
、
義
景
と
共
に
そ
の
子
「
愛
王
丸
」
と
母
「
小
少
将

こ
し
ょ
う
し
ょ
う

」、
そ
し
て
、
義
景

の
母
「
光
徳
院
」
の
四
人
は
、
わ
ず
か
な
供
と
共
に
大
野
へ
逃
れ
た
が
、
従
兄
弟
の
景か

げ

鏡
あ
き
ら

の
裏
切
り
に
あ
い
、
義
景

は
賢
松
寺
で
自
害
、
他
の
三
人
は
捕
ら
え
ら
れ
、
義
景
の
首
と
共
に
京
都
に
向
け
て
護
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、
南
条
帰

り
の
里
（
今
庄
町
）
近
く
で
三
人
と
も
刺
殺
さ
れ
た
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
福
井
県
教
育
庁
文
化
課
か
ら
発
行
さ
れ
て

い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
「
愛
王
丸
」
が
今
庄
で
殺
害
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
歴
史
の
真
実
は

真
摯
に
探
り
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

西
遊
寺
は
当
初
、
角
田
浜
の
境
近
く
通
称
「
古
屋
敷
」
に
あ
っ
た
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
二
月
に
焼
失
、

古
文
書
・
過
去
帳
と
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
旧
寺
屋
敷
と
し
て
の
墓
地
に
な
っ
て
い
る
。 

 

現
在
の
西
遊
寺
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
月
に
本
堂
が
落
慶
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
鐘
堂
が
落
慶

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
〇
〇
余
年
を
経
た
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
一
一
月
、
内
外
の
大
修
復
を
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
戦
後
、
他
地
区
か
ら
の
移
住
者
を
除
い
て
は
、
一
村
一
寺
と
い
う
伝
統
の
も
と
に
集
落
総
べ
て
を
檀
家
と

し
、
更
に
四
ッ
郷
屋
、
巻
、
吉
田
、
新
潟
地
区
に
も
広
が
り
を
持
ち
、
遠
く
は
関
東
方
面
に
も
分
派
し
た
檀
家
を
有
し
、

そ
の
数
は
五
〇
〇
有
余
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
上
と
も
い
わ
れ
県
内
屈
指
の
檀
家
数
を
誇
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

墓
地
は
、
旧
寺
跡
「
古
屋
敷
」
と
現
寺
屋
敷
の
両
地
に
あ
り
、
十
五
日
の
早
朝
、

裸
足
で
お
参
り
す
る
習
わ
し
が
戦
後
ま
で
続
い
て
き
た
。
そ
れ
は
、
開
基
前

ま
で
十
里
の
道
を
遠
し
と
せ
ず
、
親
鸞
上
人
開
基
、
強
く
帰
依
し
て
い
た
蓮

如
上
人
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
鳥
屋
野
の
「
北
山
浄
光
寺
」（
現
西
堀
）
に
十
五
日

早
朝
お
参
り
し
た
と
い
う
習
わ
し
が
、
そ
の
後
の
墓
参
に
つ
な
が
っ
た
も
の
だ
ろ

う
か
。
今
は
裸
足
で
の
墓
参
り
は
皆
無
で
あ
り
、
ま
た
、
十
五
日
の
墓
参
に
は

全
く
拘
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。 

裸
足
で
の
墓
参
は
子
ど
も
心
に
も
奇
異
に
感
じ
た
が
、道
中
草
鞋
が
切
れ
て
裸
足
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
先
人
の
苦
労

や
信
仰
心
の
強
さ
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ 
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う
か
。
私
た
ち
の
風
俗
や
生
活
習
慣
は
時
代
と
共
に
移

り 変
わ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
か
し
こ
に
旧
来
の
因 

習
が
生
き
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。 

 

※ 

尚
、
寺
号
「
西
遊
寺
」
は
、
本
家
西
光
寺
の
「
西
」

の
一
字
と
、
一
乗
谷
四
代
城
主
朝
倉
孝
景
建
立
、

今
は
寺
跡
の
み
を
残
す
遊
楽
寺
の
「
遊
」
の
一

字
を
併
せ
て
寺
号
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

歴
史
は
過
去
を
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
現
在
を
よ
り
よ

く
知
る
・
・（
認
識
す
る
）・
・
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
幾
世
代
と
移
ろ
う
中
で
、
生
あ
る
も
の
形
あ
る
も

の
は
や
が
て
無
に
な
る
運
命
に
あ
る
。
歴
史
の
重
み
を

感
じ
な
が
ら
も
や
が
て
風
化
す
る
と
な
れ
ば
、つ
た
な
い
考
察
も
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
改
訂
の
稿
と

し
た
。
考
察
の
及
ば
ぬ
は
次
の
世
代
に
期
待
し
て
。 

 

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
―
桜
の
花
か
ら
、
い
つ
の
間
に
紅
葉
を
愛
で
る
候
と
な
り
― 

 

あ
と
が
き 

 

改
訂
に
当
っ
て
は
、山
下
利
諭
己
氏
に
パ
ソ
コ
ン
印
刷
を
始
め
編
集
の
全
て
に
亘
っ
て
快
く
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

冊
子
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

 

ま
た
、
参
考
資
料
や
お
世
話
・
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
名
を
再
度
併
記
す
る
と
共
に
、
新
た
に
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
の
名
を
加
え
感
謝
の
意
と
し
た
い
。 

    

○
巻
町
史
資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
篠
沢
講
氏(

「
鳥
之
子
の
森
」
整
備
期
神
徒
総
代) 

 

○
戦
国
朝
倉
氏
と
越
前
浜
の
歴
史
（
山
下
克
典
） 

 
 
 
 
 

 

 

○
越
前
朝
倉
一
族
（
福
井
市
史
編
纂
委
員 

松
原
伸
之
） 

 

○
西
光
寺
概
史
他
・
性
光
坊
し
お
り 

 

○
西
光
寺
の
あ
ゆ
み
（
米
ヶ
脇
西
光
寺
） 

 

○
鈴
木
平
八
郎
氏
（
古
老
） 
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○
西
遊
寺
十
九
代
住
職
（
朝
倉
長
麿
） 

 
○
石
田
誠
太
郎
氏
（
有
識
者
） 

 

○
神
明
社
真
田
宮
司
（
赤
塚
） 

 

○
斎
藤
忠
雄
氏
（
中
央
区
女
池
） 

 

○
福
井
市
役
所
（
観
光
課
） 

 

○
広
浜
昭
一
氏
（
福
井
市
両
橋
屋
町
） 

 

○
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
（
福
井
市
） 

 

○
越
前
朝
倉
氏
一
乗
谷
（
遺
跡
資
料
館
） 

 

 

○
初
版
編
集
・
ワ
ー
プ
ロ
印
刷 

 
 
 

（
元
曽
根
小
学
校
長
・
斎
藤
虎
雄
氏
） 


